
減災に向けた区市町村の取組事例

・令和元年東日本台風（台風19号）に関する葛飾区の対応について（葛飾区）

・台風19号における日の出町の状況（日の出町）
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大規模水害時における広域避難の検討について台風19号における日の出町の状況 日の出町

関東地方を通過した台風第19号の記録的な大雨により、日の出町はもとより
東京都でも初めての大雨特別警報が発表されました。
町の被害は、報道もされていましたが都道184号線の都道崩落をはじめとする、
河川溢水、護岸洗掘、道路冠水、土砂崩落等、町内各所で災害が発生し、大
自然の猛威を目の当たりにしました。
そのような中でも、町民への人的被害が無かったことは不幸中の幸でした。

都道崩落現場（下流側から） 都道崩落現場（上流側から）



大規模水害時における広域避難の検討について台風19号における日の出町の状況 日の出町

迂回路の設営も、庭先を通路として通行させていただいたり、家の木を切らせて
いただいたり、リヤカーが通れる程度の通路幅を確保するため玄関先の土間コン
クリートを壊したり、夜間でも安全に通行できるように照明を設置、またその電源を
提供いただいたりと、共助の精神のもと地権者の方々や自治会、地域住民はもと
より多くの方々が協力し住民主導での迂回路が設営されました。

現在、自治会の運営も大変厳しくなっておりその対策として、
自治会役員の方の研修として令和元年度には要配慮者対策、
前年の平成30年度には自治会加入促進の研修を行い、その在
り方、人材確保や育成について勉強しているところです。

昨今は現状維持でさえ難しくなっているところではありますが、
地域住民の安全安心のため自治会が維持発展していくように、
今後も方策等を模索していきたいと考えております。

迂回路に設置した掲示板 貸出用リヤカー

迂回路



自治会役員向け研修会などの取り組み

地域で取り組む要配慮者対策研修

【令和元年度】

東京防災学習セミナーとして、様々な配慮が必
要な方々を地域で支えるための対策（安否確
認、避難行動要支援者名簿活用方法、避難所
生活、在宅避難者・専門団体との連携など）
「東京防災」（ﾏｲ・ﾀｲﾑﾗｲﾝ）説明、意見交換な
どの研修会を実施
（一般財団法人日本環境衛生センター中臣正弘講師）

自治会加入促進への取り組み

【平成30年度】
未加入者が持っている町会・自治会活動のイ
メージを学び、活動の目的を整理すること、活
動をわかりやすくすることで、町会・自治会が
「気になる存在」になるためのポイント』につい
て講演会を実施
（東京都生活文化局都民生活部地域活動推進課『地域活
動支援アドバイザー派遣事業』を活用 講師：山口大学大
学院 創成科学研究科 瀧本 浩一氏）

日の出町


